
　
9
月
30
日
、
沼
田
市
と
利
根
保
健
生
協
で
「
地
域
見
守
り
活
動
に
関
す

る
協
定
書
」
の
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
た
め
、
行
政
と
民
間
が
連
携

し
て
地
域
を
見
守
る
も
の
で
す
。

　
今
後
は
、
よ
り
広
域
で
の
見
守
り
活
動
を
展
望
し
て
、
複
数
の
自
治
体

と
の
協
定
締
結
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
見
守
り
活
動

　
沼
田
市
と
協
定
締
結

地
域
見
守
り
活
動

　
沼
田
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協
定
締
結

（１） 第626号2021年11月１日（毎月1回1日発行）

利根保健生協　2021 年 9 月現勢

生 協 組 合 員・・・・・・・・・・・・29,218 人

出 資 金 額・・・・1,660,863,000 円

平均出資金額・・・・・・・・・・・・・56,844 円

理事33名　監事4名　総代206名　班長1,504名

＊9月の新規加入組合員数は、54人でした。 発　行　人　大 塚 隆 幸　　　編集　「利根の保健」編集委員会
発行部数　21,600　　　　印刷　有限会社コトブキ印刷

　

こ
の
活
動
は
、
機
関
紙
配
布
時

な
ど
の
生
協
活
動
中
に
組
合
員
や

地
域
住
民
の
異
変
（
郵
便
物
が
ポ

ス
ト
に
た
ま
っ
て
い
る
・
電
気
が

つ
い
て
い
る
の
に
呼
ん
で
も
応
答

が
な
い
な
ど
）
に
気
づ
い
た
ら
、

生
協
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

へ
連
絡
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
も

利根保健生活協同組合
〒378−0053  沼田市東原新町1861番地1
☎0278（22）6060　  FAX（22）6262

利 根 中 央 病 院
片 品 診 療 所
利 根 中 央 診 療 所
利 根 歯 科 診 療 所
生 協 み な か み 歯 科
介護老人保健施設とね
サニーホームひまわり

沼 田 市 沼 須 町
片 品 村 鎌 田
沼田市西原新町
沼田市高橋場町
みなかみ町後閑
沼田市東原新町
沼田市高橋場町

☎（22）4321
☎（58）3910
☎（24）1202
☎（24）9418
☎（25）3399
☎（22）8855
☎（22）3223

　

今
年
の
敬
老
の
日
に

出
さ
れ
た
日
本
の
65
歳

以
上
の
高
齢
者
は
、
前

年
よ
り
22
万
人
増
え
て

３
６
４
０
万
人
、
総
人

口
の
約
三
割
（
29
％
）
と
過
去

最
高
で
す
。
し
か
し
社
会
保
障

は
先
進
国
Ｇ
７
で
は
最
低
。
コ

ロ
ナ
禍
で
四
苦
八
苦
の
毎
日
で

す
▼
そ
こ
で
今
日
の
話
題
は
、

万
人
の
願
い
で
あ
る
「
い
つ
ま

で
も
健
康
で
長
生
き
し
よ
う
」

で
す
。
今
年
の
ぐ
ん
ま
ま
る
ご

と
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る

『
ぐ
ん
ま
元
気
の
５
か
条
』
の

中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
と
り
あ

げ
て
み
ま
し
ょ
う
▼
一
つ
目
は

元
気
に
体
を
動
か
し
、
翌
日
に

備
え
る
睡
眠
の
問
題
で
す
。
か

つ
て
健
康
班
会
で
は
、
畑
仕
事

な
ど
で
早
起
き
し
た
時
期
ほ
ど

「
み
ん
な
で
牛
に
な
ろ
う
」
を
合

言
葉
に
昼
寝
30
分
を
し
合
っ
た

も
の
で
す
。
農
家
に
限
ら
ず
、

高
齢
者
に
は
ほ
ど
よ
い
昼
寝
を

お
す
す
め
い
た
し
ま
す
▼
二
つ

目
は
毎
日
の
食
生
活
の
問
題
で

す
。
一
日
の
塩
分
摂
取
量
は
５

ｇ
程
度
が
理
想
的
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。「
す
こ
し
お
」
を
家
族

ぐ
る
み
で
と
り
く
み
、
高
血
圧

予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
取

り
す
ぎ
た
塩
分
を
四
季
折
々
で

新
鮮
な
野
菜
類
や
海
産
物
な
ど

を
く
み
あ
わ
せ
て
体
の
外
に
出

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
酢
の
物
な

ど
に
和
え
て
工
夫
し
ま
し
ょ
う

▼
山
間
高
冷
地
特
産
の
豆
類
は

「
畑
の
肉
」
で
す
。
丈
夫
な
骨

や
筋
肉
づ
く
り
に
役
立
ち
ま
す

▼
最
後
は
、
歯
の
健
康
の
問
題

で
す
。「
い
い
歯
を
保
っ
て
、
い

つ
も
笑
顔
」
の
『
８
０
２
０
』

を
達
成
し
ま
し
ょ
う
。
た
と
え

見
て
く
れ
は
よ
く
て
も
奥
歯
の

痛
み
の
我
慢
は
禁
物
で
す
。
歯

科
診
療
所
へ
の
定
期
的
な
受
診

を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
顧
問
・
木
村
）

健康をつくる。平和をつくる。こころ豊かなまちをつくる。

9月18日～11月30日
生 協 強 化 月 間地

域
見
守
り

活
動
の
内
容

の
で
す
。
そ
の
後
、
生
協
か
ら
沼

田
市
へ
連
絡
を
入
れ
、
両
者
間
で

の
情
報
共
有
を
図
り
ま
す
。

　

緊
急
の
場
合
は
、
警
察
・
消
防

署
へ
の
通
報
も
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
図
①
の
「
地
域
見
守

り
活
動
の
流
れ
」
を
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

当
生
協
の
協
定
の
有
意
点
は

や
は
り
地
域
の
組
合
員
が
見
守

り
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
配
布
者
さ
ん
の
協
力
で

月
一
回
の
機
関
紙
配
布
を
し
て

い
た
だ
い
た
り
、
地
域
に
よ
っ

て
は
班
会
や
サ
ー
ク
ル
活
動
で

定
期
的
に
集
ま
っ
て
、
顔
の
見

え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
で
一
人
ぐ
ら
し
の
方

が
増
え
、
ご
近
所
と
の
関
係

が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
今
こ

そ
、
組
合
員
の
つ
な
が
り
を

活
か
し
た
活
動
が
大
切
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

利
根
沼
田
地
域
に
は
当
生

協
の
利
根
中
央
病
院
を
は
じ

め
と
す
る
５
つ
の
事
業
所
が

あ
り
ま
す
。

　

訪
問
診
療
や
訪
問
看
護
、

通
院
支
援
の
送
迎
時
な
ど
に

職
員
も
地
域
の
見
守
り
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

当
生
協
で
通
院
支
援
を
行

っ
て
い
る
中
で
、
以
下
の
よ

う
な
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

インフルエンザ予防接種のご案内
今年度はワクチン供給量が少なく、下記のようになります。

かかりつけ患者様優先での接種とさせていただきます。
夜間接種枠の実施はできません。
ご了承いただきますようお願いいたします。

【予約方法】接種希望の方は受診時に主治医にお申し出ください。
＊電話予約は受け付けておりません。

（
11
月
開
始
）

利
根
中
央
病
院

利
根
中
央
診
療
所

片
品
診
療
所

ワ
ク
チ
ン

接
種
料
金

11月10日（水）、17日（水）、24日（水）
時間：17：00～18：00
＊予約制です（24-1202）。予約が定数になり次第終了となります。

65歳以上、中学3年生以下、妊婦さん等の行政補助
対象の方に接種を行っています。
11月24日（水）から、その他一般の方の接種を始めます。
時間：9：00～16：30（火曜日は18：00まで）

65歳以上の方：1,200円（利根沼田地域在住の方）
65歳未満の方：5,000円
なお、障害がある方、中学生以下の方、妊婦の方は自治体によって
補助額が変わります。お住いの自治体でご確認ください。

診療時間外インフルエンザ予防接種について

＊なお今年度は、
予約はお取り
していません。

図①　　  「利根の保健」は毎月約1500人の配布者さんの
ご協力のもと、組合員の皆さんへ届けられています。

地域見守り活動の流れ

配布者さん

組合員宅

「利根の保健」配布中

異変に気づいたら

緊急の場合 上記異変に気付いた場合

生協くらしサポートセンターに連絡

☎ 0278-22-2300
休日、祝日などは自治体受付窓口へ連絡

生協くらしサポートセンターから
沼田市地域包括支援センターへ連絡

警察・消防署へ通報

警察………………110
消防署（救急車）…119
※その後、生協くらしサポートセン
　ターへ連絡をお願いします。

認定書を手にする横山公一市長(左)と大塚隆幸理事長(右)

〈
写
真
・
マ
イ
タ
ウ
ン
た
に
が
わ
提
供
〉

■
家
に
迎
え
に
行
き
玄
関
で
声
を

か
け
た
が
利
用
者
が
出
て
こ
な
か

っ
た
た
め
、
関
係
者
に
許
可
を
得

て
家
の
中
に
入
っ
た
ら
、
す
で
に

亡
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

■
利
用
者
宅
に
着
い
て
声
か
け
を

し
た
ら
、
奥
か
ら
人
の
声
が
し
ま

し
た
。
家
の
中
に
入
っ
て
み
る
と

お
風
呂
か
ら
出
ら
れ
な
く
な
っ
て

い
て
、
助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

現
在
、
群
馬
県
の
警
戒
度
と
利

根
沼
田
地
域
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
の

状
況
を
み
な
が
ら
組
合
員
活
動
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
10
月
は
全
23

支
部
で
運
営
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
地
域
訪
問
等
の
す
す
め
方
に

つ
い
て
相
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訪
問
時
に
は
、
困
り
ご
と
を
一

人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
と

記
載
さ
れ
た
「
く
ら
し
の
安
心
カ

ー
ド
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
生

協
の
な
ん
で
も
相
談
窓
口
へ
は
10

月
に
入
り
、「
く
ら
し
に
関
す
る

困
っ
た
」
の
相
談
が
4
件
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

【
な
ん
で
も
相
談
窓
口
】

生
協
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
22
‐
２
３
０
０

医
療
生
協
の

協
定
の
有
意
点

見
守
り
事
例

地
域
訪
問
で
は

困
り
ご
と
相
談
を

● 連絡をする場合（主な事例）
例１ 新聞や郵便物がポストにたまっている
例 2 カーテンが数日間閉められたままである
例 3 数日間、昼も夜も電灯がついたままの状態になっている
例 4 病気やケガなどで動けなくなっている
例 5 一人ぐらしの認知症の方がいて、生活上の心配がある



今
月
か
ら
、17
の
目
標
に
つ
い
て

具
体
的
に
見
て
い
き
ま
す
。

貧
困
を

な
く
そ
う

目標１あ
ら
ゆ
る
場
所
で
、
あ
ら
ゆ
る

形
態
の
貧
困
に
終
止
符
を
打
つ

「
貧
困
」
と
い
う
言
葉
か
ら
連
想

す
る
こ
と
は
な
ん
で
し
よ
う
。

「
貧
し
い
・
お
金
が
な
い
」
―
世

界
銀
行
が
設
定
す
る
国
際
貧
困
ラ

イ
ン
は
１
日
１
・
９
ド
ル
（
日
本
円

で
約
２
０
０
円
）以
下
で
過
ご
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
、世
界
に
７

億
３
６
０
０
万
人
、世
界
人
口
の
一

割
に
あ
た
る
そ
う
で
す
。先
進
国
の

日
本
で
も
７
人
に
１
人
の
子
ど
も

が
貧
困
状
態
に
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、「
社
会
的
孤
立
」
も
よ
く

聞
き
ま
す
。家
族
や
社
会
と
の
関
係

が
希
薄
で
他
者
と
の
接
触
が
ほ
と

ん
ど
な
い
状
態
の
こ
と
で
す
。定
年

退
職
や
失
業
、配
偶
者
に
先
に
旅
立

た
れ
る
な
ど
、社
会
と
接
点
が
な
く

な
り
居
場
所
も
失
い
き
ず
な
が
な

く
な
る
よ
う
で
す
。

飢
餓
を

　
ゼ
ロ
に

目標２飢
餓
を
終
わ
ら
せ
食
料
安
全
確
保

と
栄
養
状
態
の
改
善
を
達
成
す
る

と
と
も
に
、持
続
可
能
な
農
業
を
推

進
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

満
足
な
食
事
を
と
れ
ず
、
栄
養

不
良
な
状
態
に
あ
る
人
は
、世
界
に

約
８
億
２
１
０
０
万
人（
２
０
１
７

年
）、
９
人
に
１
人
は
飢
餓
に
お
ち

い
っ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
人
に
食
料
が
行
き
届

く
に
は
、世
界
に
５
億
戸
以
上
あ
る

小
規
模
な
家
族
農
業
の
質
を
高
め
、

生
産
性
を
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
は
ど
う
で
し
ょ

う
。世
界
最
大
の
食
料
輸
入
国
と
な

っ
て
い
ま
す
。２
０
２
０
年
度
の
日

本
の
食
料
自
給
率
は
37
％
で
63
％

を
海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
海
外
で
の
生

産
量
が
減
り
、こ
の
10
月
か
ら
食
料

品
の
値
上
が
り
ラ

ッ
シ
ュ
で
さ
ら
に

追
い
打
ち
が
か
か

っ
て
い
ま
す
。
日

本
の
農
業
政
策
に

つ
い
て
国
に
再
検

討
を
も
と
め
ま
し

ょ
う
。

�

生
協
の
と
り
く
み

目
標
１
・
２
を

紹
介
し
ま
し
た
。

生
活
困
難
者
へ
の

無
料
低
額
診
療
事

業
や
２
０
２
０
年

12
月
か
ら
始
ま
っ

た
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
班
会
や
サ

ー
ク
ル
活
動
で
は

居
場
所
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

私
た
ち
は
何
が
で
き
る
で
し
ょ

う
か
？

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
の
資
格

　

利
根
保
健
生
協
に
は
理
学
療
法
士
38
人
、
作
業

療
法
士
13
人
、
言
語
聴
覚
士
４
人
が
在
籍
し
、
利
根

中
央
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
に
は
歯
科
衛

生
士
も
１
人
配
属
さ
れ
て
い
ま
す
。

◦
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
（
Ｎ
Ｓ
Ｔ
）

　

専
門
療
法
士�

（
３
人
）

　

栄
養
管
理
が
必
要

な
患
者
様
に
対
し

て
、
適
切
か
つ
質
の

高
い
栄
養
管
理
の
情

報
提
供
を
行
っ
て
い

ま
す
。

◦
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
指
導
士

�

（
２
人
）

　

心
臓
血
管
系
の
病
気
に
対
し
運
動
療
法
、
食

事
療
法
、
服
薬
の
対
応
、
及
び
、
自
己
管
理
を

自
ら
す
す
ん
で
で
き
る
よ
う
に
患
者
様
に
指
導

す
る
資
格
で
す
。

◦
３
学
会
合
同
呼
吸
療
法
認
定
士�（
６
人
）

　

多
職
種
に
お
い
て
呼
吸
療
法
を
習
熟
し
、
呼

吸
管
理
を
行
う
医

療
チ
ー
ム
の
構
成

要
員
を
養
成
し
、

そ
の
レ
ベ
ル
の
向

上
を
図
る
こ
と
な

ど
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

◦
医
科
歯
科
連
携
・
口
腔
機
能

　

管
理
認
定
歯
科
衛
生
士�

（
１
人
）

　

全
身
的
な
治
療
に
伴
う
お
口
の
ト
ラ
ブ
ル
に

関
し
、
そ
の
予
防
や
対
処
方
法
等
の
専
門
知
識

を
習
得
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
抗
が
ん
剤
治
療

や
手
術
が
安
全
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て

い
ま
す
。

◦
認
知
症
ケ
ア
専
門
士�

（
４
人
）

　

日
本
で
年
々
増
加
し
て
い
る
認
知
症
患
者
様

や
そ
の
家
族
に
対
し
、
よ
り
良
い
ケ
ア
の
方
法

の
検
討
と
実
践
を
、
優
れ
た
知
識
と
高
度
の
技

術
、
倫
理
観
を
備
え
た
専
門
技
術
士
が
対
応
し

ま
す
。

◦
群
馬
県
地
域
糖
尿
病
療
養
指
導
士

�

（
２
人
）

　

糖
尿
病
と
そ
の
療
養
指
導
全
般
に
関
す
る
高

度
な
専
門
知
識
を
持
っ
て
、
糖
尿
病
患
者
の
生

活
を
理
解
し
、
適
切
な
自
己
管
理
や
療
養
を
指

導
す
る
資
格
で
す
。

◦
が
ん
リ
ハ
研
修
修
了�

（
19
人
）

　

が
ん
患
者
様
の
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
の
改
善

を
目
的
と
す
る
医
療
ケ
ア
で
あ
り
、
が
ん
に
よ

る
制
限
を
受
け
た
中
で
、
身
体
的
、
社
会
的
、
心

理
的
、
職
業
的
活
動
を
実
現
さ
せ
る
資
格
で
す
。

【
ま
と
め
】

　

今
後
も
、
リ
ハ
ス
タ
ッ
フ
と
専
門
資
格
者
の
増

員
に
よ
り
、
皆
様
に
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
づ
く
り
に

貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

1　検査が終わり、結果の予約をするため待機。間もなく、「こ
の日です。」と指定された日にちが都合が悪く、違う日に変更
を依頼したところ、不機嫌そうに対応されました。もう少し希
望を聞いてくれる予約の取り方はないのでしょうか？「この
日で！！」というのが、どうなのでしょう。

1の回答　この度は不快な思いをさせてしまい、申し訳あり
ませんでした。手術日や希望医師の不在、休診日等の理由で患
者様に時間調整をお願いすることもありますが、基本的には、
患者様のご都合に合わせた予約日、時間の調整をしておりま
す。再度、職場で意思統一し、皆様に寄り添った対応を心掛け
たいと思います。

2　めまいと手のふるえで受診しました。辛さがＭＡＸで！
経過説明するのにゆっくりと話を聴いてくれました。長く
なってもイヤな顔ひとつせず聴いてくれてとても安心しまし
た。説明も適切でした。最終的には、耳鼻科へ紹介となり診断
がついたら１カ月余りで軽快し、今は仕事も支障なくできて
います。先生の対応に感謝です。忙しい外来ですが先生の姿勢
がありがたく、助かっている患者様が沢山いると感じていま
す。紙面をもってお礼を言いたく投稿しました。本当にありが
とうございました。

虹の箱 投書紹介より
▶利根中央病院 利用委員会

� ＳＤＧｓと協同組合
「自分ごととしてとりくもう」

（２）第626号2021年11月１日（毎月1回1日発行） 健康をつくる。平和をつくる。こころ豊かなまちをつくる。

第２回

各
職
種
の
資
格
紹
介

～
安
心
で
き
る
医
療
提
供
の
た
め
～

トピック

　

９
月
24
日
、
ど
ん
ぐ
り
保
育
園

内
で
７
月
末
に
行
う
予
定
だ
っ
た

夏
ま
つ
り
「
お
ま
つ
り
ご
っ
こ
」

を
行
い
ま
し
た
。
事
前
に
子
ど
も

達
と
準
備
を
行
っ
て
い
た
た
め
、

お
ま
つ
り
の
雰
囲
気
を
味
わ
わ
せ

て
あ
げ
た
い
と
、
あ
く
ま
で
も
園

内
の
み
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
い

ま
し
た
。

　

ホ
ー
ル
で
は
、
手
作
り
の

お
神
輿
を
担
ぎ
な
が
ら
〝
わ

っ
し
ょ
い
！　

わ
っ
し
ょ

い
！
〟
と
子
ど
も
達
の
元

気
な
か
け
声
が
響
き
わ
た

り
、
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い
や
手

作
り
の
お
面
を
か
ぶ
っ
た
り

し
て
、
子
ど
も
達
の
嬉
し
そ

う
な
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

ど
ん
ぐ
り
保
育
園

お
祭
り
ご
っ
こ
に
大
喜
び 次回のフードドライブ「おすそわけ」次回のフードドライブ「おすそわけ」

12月 18日（土）10時～ 12時　とね虹の里広場12月 18日（土）10時～ 12時　とね虹の里広場



2021. 11 月号今
回
は
先
月
号
に
引
き
続
き
、
生
活
習
慣
病

の
一
つ
で
あ
る
糖
尿
病
の
合
併
症
に
つ
い
て
掲

載
し
ま
す
。
糖
尿
病
の
悪
い
状
態
が
長
く
続
く

と
全
身
に
さ
ま
ざ
ま
な
慢
性
合
併
症
が
起
こ
っ

て
き
ま
す
。

（３） 第626号2021年11月１日（毎月1回1日発行） 健康をつくる。平和をつくる。こころ豊かなまちをつくる。

細
い
血
管
の
　

合
併
症
と
は
？

糖
尿
病
に
特
有
の
合
併
症
で
、

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
悪
い
ほ

ど
、
ま
た
糖
尿
病
発
症
後
の
期
間

が
長
い
ほ
ど
起
こ
り
や
す
く
な
り

ま
す
。

こ
れ
ら
の
細
小
血
管
合
併
症

は
、
早
期
で
軽
症
で
あ
れ
ば
血
糖

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
良
く
す
る
こ
と

で
改
善
が
見
込
め
ま
す
が
、
あ
る

当支部は、２３支部の中で２番目に多い組合員数
（２０２１年９月末現在、１，８９６人）です。支部役員
は総代１３人、運営委員（生協監事）１人、理事１
人の総勢１５人で活動しています。支部の取り組み
では毎月１回の支部ニュース発行やサークル活動な
どを通して健康増進を兼ねた居場所づくりの活動を
すすめています。
また、組合員同士の助け合い活動では、今年２件
の相談があり実行してきました。
支部役員は、生協についての知識習得のため通信
教育のグループ受講や、生協の活動基盤である出資
金の運営委員会への持ち寄り増資を任意で昨年から
継続しています。
今後の課題としては、次世代を担う人材育成をい
かにすすめるか、運営委員会で議論をしていきたい
と考えています。

支
部
活動紹

介 沼 田 東 支 部

※写真は都合により運営委員11人
※撮影のためマスクを外しています

糖
尿
病
合
併
症
の
発
症
・

進
行
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う︿
後
﹀

支
炎
、
肺
炎
、
結
核
、
胆
嚢
炎
、
腸

炎
、
膀
胱
炎
、
腎
孟
腎
炎
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
に
か
か
り
や
す

く
、
時
に
重
症
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
歯
ぐ
き
の
感
染
症
で
あ

る
歯
周
病
に
も
か
か
り
や
す
く
治

り
に
く
い
こ
と
か
ら
、
毎
日
の
歯

み
が
き
の
み
で
は
な
く
、
定
期
的

に
歯
科
の
受
診
も
し
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
と
糖
尿
病

糖
尿
病
が
あ
る
と
認
知
症
が

約
２
倍
発
症
し
、
ま
た
進
行
し
や

れ
、
が
ん
こ
な
便
秘
、
下
痢
、
立

ち
く
ら
み
、
勃
起
障
害
（
Ｅ
Ｄ
）

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
起
こ
り

ま
す
。

と
く
に
心
臓
で
は
心
筋
梗
塞

な
ど
が
起
こ
っ
て
も
胸
痛
な
ど
の

症
状
が
出
な
い
場
合
も
あ
り
、
知

ら
ず
し
ら
ず
の
う
ち
に
心
臓
が
傷

ん
で
い
く
こ
と
が
あ
り
注
意
が
必

要
で
す
。

こ
れ
ら
の
合
併
症
は
糖
尿
病

の
治
療
を
き
っ
ち
り
と
し
て
い
れ

ば
、
最
小
限
に
く
い
止
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
す
で
に
合
併
症
が

出
て
い
て
も
進
行
を
く
い
止
め
、

ほ
か
の
合
併
症
が
出
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
継
続
し
て
受
診
し
、

正
し
い
治
療
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

つ

感
染
症
と
糖
尿
病

糖
尿
病
の
高
血
糖
状
態
が
続

い
て
い
る
と
、
細
菌
、
力
ビ
、
ウ

イ
ル
ス
な
ど
微
生
物
に
よ
る
病
気

（
感
染
症
）
に
か
か
り
や
す
く
、ま

た
治
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
気
管

や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
ず
、
神
経

障
害
の
合
併
の
た
め
に
足
の
感
覚

が
鈍
く
な
り
、
た
こ
や
傷
が
気
づ

か
な
い
う
ち
に
進
行
し
た
り
し
ま

す
。
ま
た
、
足
の
血
管
の
動
脈
硬

化
の
た
め
足
の
先
ま
で
血
液
が
十

分
に
流
れ
な
く
な
り
、
酸
素
や
栄

養
分
な
ど
が
不
足
し
ま
す
。

微
生
物
に
対
す
る
抵
抗
力
が

弱
ま
り
、
足
の
傷
の
感
染
が
治
り

に
く
く
、
悪
化
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
少
し
の
傷
や
水

虫（
白
癬
）な
ど
の
足
の
病
気
が
重

症
化
し
や
す
く
、
適
切
な
手
当
て

が
遅
れ
る
と
、
皮
膚
の
潰
瘍
や
壊

疽
ま
で
進
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
図
２
）

こ
れ
ら
足
病
変
の
予
防
の
た

め
に
は
、
日
頃
か
ら
足
を
よ
く
観

察
し
て
、
小
さ
な
変
化
に
早
く
気

づ
く
こ
と
、
足
の
手
入
れ
を
こ
ま

め
に
す
る
フ
ッ
ト
ケ
ア
が
大
切
で

す
。

�

当
院
で
は
糖
尿
病
足
病
変
の

発
症
、
再
発
、
進
行
の
予
防
を
目

的
と
し
た
フ
ッ
ト
ケ
ア
外
来
を
木

曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

フ
ッ
ト
ケ
ア
の
知
識
や
処
置

の
技
術
を
習
得
し
た
専
任
の
看
護

師
が
足
の
観
察
、
処
置
、
自
己
管

理
指
導
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

程
度
進
行
し
て
し
ま
う
と
血
糖
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
良
好
で
あ
っ
て
も

必
ず
し
も
改
善
し
ま
せ
ん
。

❖
糖
尿
病
網
膜
症

糖
尿
病
網
膜
症
は
早
期
発
見

と
治
療
が
大
切
な
の
で
、
少
な
く

と
も
年
一
回
、
場
合
に
よ
っ
て
は

よ
り
頻
回
に
眼
科
を
受
診
し
、
網

膜
症
の
程
度
を
検
査
し
ま
し
ょ

う
。
網
膜
の
む
く
み
や
も
ろ
い
血

管
が
増
え
て
く
る
増
殖
前
～
増
殖

網
膜
症
と
な
る
と
進
行
に
よ
る
視

力
低
下
を
食
い
止
め
る
た
め
に
レ

ー
ザ
ー
光
線
や
手
術
に
よ
る
治
療

を
お
こ
な
い
ま
す
が
、
基
本
的
に

は
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
発

症
と
進
行
の
予
防
が
大
切
で
す
。

網
膜
の
中
心
部
に
む
く
み
が

生
じ
る
黄
斑
症
（
黄
斑
浮
腫
）
や

緑
内
障
、
白
内
障
も
視
力
低
下
に

つ
な
が
る
の
で
、
定
期
的
な
眼
科

受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

❖
糖
尿
病
性
腎
症

糖
尿
病
性
腎
症
で
は
血
液
を

濾
過
す
る
細
い
血
管
の
塊
で
あ
る

腎
糸
球
体
が
高
血
糖
に
よ
り
傷
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
尿
中
に
た
ん
ぱ

く
質
が
漏
れ
出
る
な
ど
、
腎
臓
の

働
き
が
悪
く
な
り
ま
す
。

糖
尿
病
性
腎
症
の
進
行
度
は
、

尿
中
に
漏
れ
出
る
た
ん
ぱ
く
質

（
主
に
ア
ル
ブ
ミ
ン
）の
量
と
腎
臓

の
働
き（
糸
球
体
の
血
液
濾
過
量
）

に
よ
り
１
期
か
ら
５
期
ま
で
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
糖
尿
病
性
腎
症
の

進
行
に
も
っ
と
も
大
き
く
影
響
す

る
の
は
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
す

が
、
高
血
圧
も
腎
症
進
行
の
大
き

な
要
因
と
な
り
ま
す
。
食
事
に
お

け
る
た
ん
ぱ
く
質
や
塩
分
の
摂
り

す
ぎ
や
喫
煙
も
ま
た
悪
化
原
因
と

な
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

当
院
通
院
中
の
患
者
様
に
は

少
な
く
と
も
年
一
回
、
尿
中
の
ア

ル
ブ
ミ
ン
値
と
糸
球
体
の
血
液
濾

過
量
を
測
定
し
て
腎
症
の
病
期
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
腎
症
２
期

以
上
に
進
行
し
て
い
る
方
を
対
象

に
、
腎
症
が
悪
化
し
て
透
析
の
治

療
が
必
要
と
な
る
様
な
こ
と
が
な

い
よ
う
、
糖
尿
病
性
腎
症
透
析
予

防
の
療
養
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
主
治
医
の
先
生
と
相
談
し

積
極
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

❖
糖
尿
病
性
神
経
障
害

糖
尿
病
性
神
経
障
害
で
は
高

血
糖
が
神
経
自
体
を
変
性
さ
せ
る

ほ
か
、
神
経
周
囲
の
細
い
血
管
を

傷
め
て
神
経
の
働
き
が
悪
く
な
り

ま
す
。

手
足
の
感
覚
や
運
動
を
つ
か

さ
ど
る
神
経
に
お
け
る
「
末
梢
神

経
障
害
」
と
、
胃
腸
や
心
臓
と
い

っ
た
内
臓
の
働
き
を
調
節
し
て
い

る
神
経
に
お
け
る
「
自
律
神
経
障

害
」、そ
の
他
の
神
経
の
障
害
が
あ

り
、
全
身
に
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。（
図
１
）

末
梢
神
経
障
害
が
悪
化
す
る

と
感
覚
が
麻
痺
し
て
や
け
ど
や
傷

の
痛
み
を
感
じ
な
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
、
傷
の
気
づ
き
や

手
当
て
が
遅
れ
、足
潰
瘍
や
壊
疽
、

切
断
ま
で
進
ん
で
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

自
律
神
経
障
害
で
は
胃
も
た

左：血流障害、神経障害、感染症による
　　足壊疽

右：入浴洗髪中にお湯の滴下に気づかず
　　できた火傷による水疱（すいほう）

利根中央病院

糖尿病内科科長

荒 木 　   修

図２

す
く
な
り
ま
す
。
認
知
症

に
な
る
と
糖
尿
病
の
療
養

行
動
が
む
ず
か
し
く
な
り
、

よ
り
糖
尿
病
の
悪
化
を
招

く
悪
循
環
に
陥
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
糖
尿
病
の
血

糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
っ

か
り
お
こ
な
う
と
同
時
に
、

も
う
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図１ 糖尿病の合併症は全身に出る
（日本糖尿病学会 編・著：糖尿病治療の手びき2020（改訂第58版），p25，南江堂，2020）
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